
令和５年　林業産出額　統計結果の概要　正誤表

誤 正

表１ 林業産出額（全国） 

図１ 林業産出額の推移（全国） 

【統計結果の概要】 

林業産出額は、平成 25 年以降増加傾向で推移してきたが、令和５年は、製材用素材等の

価格の低下や生産量の減少等から、前年に比べ 230 億円（4.0％）減少し、5,563 億円とな

った。 
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注：１ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。 

２ 「林野副産物採取」にはまつたけ、野生鳥獣、野草等を含む。 

注：「その他」とは薪炭生産及び林野副産物採取である（図２において同じ。）。 
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表１ 林業産出額（全国） 

図１ 林業産出額の推移（全国） 

【統計結果の概要】 

林業産出額は、平成 25 年以降増加傾向で推移してきたが、令和５年は、製材用素材等の

価格の低下や生産量の減少等から、前年に比べ 233 億円（4.0％）減少し、5,560 億円とな

った。 
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注：１ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。 

２ 「林野副産物採取」にはまつたけ、野生鳥獣、野草等を含む。 

注：「その他」とは薪炭生産及び林野副産物採取である（図２において同じ。）。 
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誤 正
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２ 栽培きのこ類生産 

栽培きのこ類生産の産出額は、平成25年以降、2,000億円を超える水準で推移してきた。 

令和５年は、前年に比べ 133億円（6.4％）増加し、2,199 億円となった。 

これは、需要に応じた生産や生産者の減少等により生産量が減少したことから、価格が

堅調に推移したこと等が寄与したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 
 
 

きのこ類の生産量及び卸売価格の推移 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省統計部「特用林産物生産統計調査」、「青果物卸売市場調査」及び東京都中央卸

売市場「市場統計情報（月報・年報）」 

注：１ 生産量のその他は、なめこ、ひらたけ、まつたけ及びきくらげ類である。 

２ しいたけの生産量は、生しいたけと乾しいたけ（生換算）の合計である。 

３ えのきたけ、しめじ及び生しいたけの卸売価格は、青果物卸売市場調査における主要な青

果物卸売市場から推計した全国の平均価格、まいたけ及びエリンギの卸売価格は、東京都中

央卸売市場年平均価格である。 

 

表３ 栽培きのこ類生産の産出額の推移（全国） 
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区　　分 単位 令和元年 ２ ３ ４ ５

実 額 億円 2,166.7 2,259.3 2,091.3 2,066.1 2,199.2

対前年増減率 ％ △ 3.9 4.3 △ 7.4 △ 1.2 6.4

２ 栽培きのこ類生産 

栽培きのこ類生産の産出額は、平成25年以降、2,000億円を超える水準で推移してきた。 

令和５年は、前年に比べ 132 億円（6.4％）増加し、2,198 億円となった。 

これは、需要に応じた生産や生産者の減少等により生産量が減少したことから、価格が

堅調に推移したこと等が寄与したものと考えられる。 
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資料：農林水産省統計部「特用林産物生産統計調査」、「青果物卸売市場調査」及び東京都中央卸

売市場「市場統計情報（月報・年報）」 

注：１ 生産量のその他は、なめこ、ひらたけ、まつたけ及びきくらげ類である。 

２ しいたけの生産量は、生しいたけと乾しいたけ（生換算）の合計である。 

３ えのきたけ、しめじ及び生しいたけの卸売価格は、青果物卸売市場調査における主要な青

果物卸売市場から推計した全国の平均価格、まいたけ及びエリンギの卸売価格は、東京都中

央卸売市場年平均価格である。 

 

表３ 栽培きのこ類生産の産出額の推移（全国） 
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実 額 億円 2,166.7 2,259.3 2,091.3 2,066.4 2,198.1

対前年増減率 ％ △ 3.9 4.3 △ 7.4 △ 1.2 6.4

- 2 -



誤 正

３ 都道府県別林業産出額 

  令和５年における林業産出額の上位５都道府県は、長野県が 609 億円（対前年増減率 6.0

％増加）、新潟県が 472 億円（同 7.2％増加）、北海道が 434 億円（同 9.4％減少）、宮崎

県が 295 億円（同 12.2％減少）、岩手県が 192 億円（同 21.2％減少）の順となった。 

 

注： 都道府県別産出額には、全国値に計上する木材生産におけるパルプ工場へ直接入荷されるパルプ用素材、輸出丸太

及び燃料用チップ素材の産出額、薪炭生産におけるまきの産出額、林野副産物採取における木ろう及び生うるしの産

出額を計上しない。また、全国値には計上しない木材生産における他都道府県に販売されたしいたけ原木の産出額を

計上する（以下同じ。）。 

 

表４ 林業産出額の上位５都道府県 

表５ 木材生産の産出額の上位５都道府県 

表６ 栽培きのこ類生産の産出額の上位５都道府県 

部門 実数 部門 実数

億円 億円 億円 億円 億円 ％ ％ 億円 億円

4,545.7 4,286.1 4,839.1 5,085.3 4,751.0 100.0 △ 6.6 木材 2,481.0 栽培きのこ類 2,199.2

うち長 野 566.9 598.2 577.8 574.4 609.0 12.8 6.0 栽培きのこ類 540.8 木材 64.0

新 潟 469.3 481.0 441.9 440.5 472.3 9.9 7.2 栽培きのこ類 457.3 木材 13.8

北海道 466.9 387.7 416.0 479.2 434.0 9.1 △ 9.4 木材 349.5 栽培きのこ類 76.7

宮 崎 287.8 255.0 372.2 335.5 294.5 6.2 △ 12.2 木材 243.9 栽培きのこ類 48.7

岩 手 192.5 178.2 193.1 243.9 192.3 4.0 △ 21.2 木材 148.6 栽培きのこ類 37.6
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2,294.0 1,943.7 2,665.5 2,928.2 2,481.0 100.0 △ 15.3

うち 北 海 道 357.5 279.3 314.5 384.3 349.5 14.1 △ 9.1

宮 崎 231.5 197.7 321.7 282.8 243.9 9.8 △ 13.8

岩 手 149.3 130.7 149.8 201.1 148.6 6.0 △ 26.1

熊 本 132.2 114.2 168.4 159.9 144.1 5.8 △ 9.9

大 分 138.7 103.8 170.9 160.4 135.6 5.5 △ 15.5

５
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2,166.7 2,259.3 2,091.3 2,066.1 2,199.2 100.0 6.4

うち 長 野 509.4 545.6 502.3 487.0 540.8 24.6 11.0

新 潟 455.5 469.4 427.0 418.4 457.3 20.8 9.3

福 岡 116.2 125.7 110.9 106.4 129.3 5.9 21.5

北 海 道 97.7 96.9 90.6 79.1 76.7 3.5 △ 3.0

静 岡 79.9 84.5 72.9 66.9 72.2 3.3 7.9
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３ 都道府県別林業産出額 

  令和５年における林業産出額の上位５都道府県は、長野県が 608 億円（対前年増減率 5.8

％増加）、新潟県が 472 億円（同 7.2％増加）、北海道が 434 億円（同 9.4％減少）、宮崎

県が 295 億円（同 12.2％減少）、岩手県が 192 億円（同 21.2％減少）の順となった。 
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出額を計上しない。また、全国値には計上しない木材生産における他都道府県に販売されたしいたけ原木の産出額を

計上する（以下同じ。）。 
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単位：1,000万円

表 側 誤 正

林業産出額 令和４年 57,922 57,925

令和５年 55,625 55,600

部門別林業産出額 栽培きのこ類生産 令和４年 20,661 20,664

令和５年 21,992 21,981

薪炭生産 令和５年 719 703

（参考）生産林業所得 令和４年 30,630 30,632

令和５年 31,489 31,476

単位：1,000万円

表 側 誤 正

栽培きのこ類生産 令和４年 20,661 20,664

令和５年 21,992 21,981

エリンギ 令和５年 1,911 1,915

単位：1,000万円

表 側 誤 正

林業産出額 産出額 長野 6,090 6,075

奈良 223 206

香川 405 408

熊本 1,644 1,648

合計 47,510 47,484

順位（位） 兵庫 30 31

香川 31 30

栽培きのこ類生産 産出額 奈良 63 46

香川 392 395

熊本 192 196

合計 21,992 21,981

林業産出額（令和５年）　統計表　正誤表

１  全国統計表（年次別）
 (1)  総括表

表 頭

表 頭

 (2)　主要品目別林業産出額

表 頭

２　都道府県別統計表（令和５年）
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単位：1,000万円

表 側 誤 正

栽培きのこ類生産 順位（位） 山梨 40 39

（つづき） 奈良 38 40

沖縄 39 38

エリンギ 熊本 17 20

合計 1,911 1,915

薪炭生産 産出額 長野 17 2

合計 381 365

順位（位） 北海道 8 7

栃木 18 17

千葉 7 6

富山 20 19

長野 4 20

岐阜 14 13

愛知 17 16

三重 13 12

兵庫 16 15

鳥取 11 10

島根 5 4

愛媛 15 14

福岡 19 18

熊本 9 8

大分 10 9

宮崎 6 5

鹿児島 12 11

表 頭
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